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つくば市は、新型コロナウイルス感染症対策として、６月８日（月）から児童生徒
等の体温・体調管理とデータ集計ができる「LEBER for School（リーバー・フォー・
スクール）」を導入します。本アプリの導入により、家庭で入力したデータを学校へ
自動送信することができるようになります。

児童生徒の体温・体調管理ができる
医療相談アプリ「LEBER for School」を導入

【LEBERについて】

24時間365日スマートフォン等で、現在では
270名の各専門医に家族の医療や健康に関する
相談もできるほか、症状に合った診療科や市販
薬の紹介など医師のアドバイスをもらうことが
でるアプリです。

■LEBER for Schoolの機能

保護者が児童生徒の検温結果と体調を入力す
ると、学校へ自動送信されます。

学校内の全体やクラス毎の傾向を見ることが
できるほか、家庭では過去の検温結果データを
見ることができ、その日の検温で異常があれば
登校を控えることで、教育機関でのクラスター
感染を防ぐことが期待できます。

体温チェック画面
結果がグラフで表示されます。

LEBER for Schoolとは


